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●小規模多機能 29 人 / 定員 29 人　 ◆地域福祉交流 6 人利用　　

●グループホーム 9 人 / 定員 9 人  　◆総合事業 0 人 / 定員 9 人

12 月の予定

12/１現在

利用者数

　　　　　レクイベント 『健康体操』 を開催

　12/10 （日）、 木曽福島保健センター大会議室において、 元気づくり支援金事

業の一環として、 レクイベント 『100歳まで元気！ごぼう先生と楽しむ健康体操』

を開催しました。

　今年で最後になる 「レクイベント」 にテレビでおなじみの 「ごぼう先生」 こと簗

瀬寛氏を迎えての講演でしたが、 40名の皆さんが参加して軽快な講話と軽運動

に圧倒され、 あっという間の90分でした。

　12 月に入って、人々の往来が激しくなっていることから、インフ
ルエンザや新型コロナの感染が拡大しています。
　自分の身体は、自分で守るしかありません。以下のことに注意して、
感染防止に努めましょう。
　１、マスクを着用しましょう。
　２、手洗い・うがいの励行に努めましょう。
　３、しっかりと水分を補給しましょう。
　４、居室の加湿・換気を行いましょう。
　５、熱が出たり気分がすぐれないときは、まず医療機関に受診し
　　ましょう。

先生を囲んで集合写

真をとりました。

第９５回運営推進協議会開催

　11/28（火）に、第 95 回運営推進協議会を開催しました。

今回の運営推進協議会では、小規模多機能の外部評価の地域かかわりシートを

中心に委員の皆さんから意見・要望等をいただき、具体的な改善計画をまとめ、

次回の運営推進協議会で最終の総括表を作成することになりました。

　当日の参加者及び質問・意見等の詳細・まとめについては、別紙の通りです

ので、ご一読ください。

　インフルエンザやコロナの感染が拡大に備えて

・ 12/13 （水） 10 ： 30 ～　（2 階フロアー）　

                         グループホーム利用者忘年会＆クリスマス会

・ 12/14 （木） 14 ： 00 ～　（1 ・ 2 階フロアー）　リハビリ指導

・ 12/24 （日） 10 ： 00 ～　（1 階フロアー）

　　　　　　　　　　　　　小規模多機能利用者クリスマス会

・ 12/29 （金） ～　1/3 （水）　業務縮小期間



【レクリエーション風景］

【5㎞のコース図］

紅白玉入れゲーム！

逃げる箱にどんどん投げ入れます。

大きな笑い声と共に、自然と身体が

動きます。

「楽しいなぁ～、けどキツイなぁ～」と言いなが

ら、終われば笑顔でした。

２㎞チェックポイントで、パチリ

チェックポイントでも

らうシールを、服に貼

る方もいました。

家事のできる利用者には、食器洗い

を手伝ってもらいました。

手芸サークルの皆さんの指導

で、来年の干支の「辰」づくり

をしました。「上手にできたで

しょう」

園芸療法の一環として作った

「ほうれん草」と「小松菜」、

　　　　　　　重宝に調理の

　　　　　　　　　材料に使って

　　　　　　　　　　　　ます。

渋柿をいただいたので、干し柿を吊

るす作業中です。

普段使わない筋肉が

自然と良く伸びます。

だるま送りゲーム！

少し重いだるまをお隣りへ…。

どっちが早いかな？

お誕生日おめでとう

【２
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ー
ス
]

誕生日当日にお祝いするこ

とが出来ない方も多くいま

すが、ここひと月で 5名の

方のお祝いが出来ました。

 第 8 回元気はつらつウォーク
　11/19 （日） に、 木曽町文化交流センター多目的ホールを
中心に42名参加し、「５㎞」 「２㎞」 「レク」 コースに分かれて、
木曽路の晩秋を楽しみながら心地よい汗を流しました。

A
桜がとてもきれいな興禅寺内に「木曽義仲の墓」ある。
琵琶法師により平家物語に登場する「木曽の最期」は語り継がれている

B
御料館は、昭和２年に建築された旧帝室林野
局木曽支局の庁舎で、木曽谷エリアでは最大
のアールデコ様式の洋風建築物です。

F
木曽代官であり、関守でもあった山村氏の屋敷跡で
す。饗応料理のレプリカの展示や、木曽の守り神と言
われる「お末社様（狐）」が祀られています。

C
のぞみの里近くにある、この
湧き水は木曽駒ケ岳山から水
を引き、人々は湧水や井戸水
を利用して生活してきまし
た。現在もおいしい湧き水を
飲むことができます。

D
慶応年間に創業。木曽の豊富
な湧き水を利用したお豆腐は
豆腐品評会で日本一になった
木綿豆腐の他にもスイーツも
販売。

G
明治25年(1892年)創業。「旅の苦労
は旨し酒で七回笑って吹き飛ばす」
そんなふうに、酒は先人の心身にし
みわたり、旅の疲れを癒し、長きに
わたって親しまれています。

K
木曽川にせり出すように建てられた家並みを見
ることができます。道路側から見ると二階建て
の家々が、川側から見ると三階建てになってい
ます。不思議な家並みはスタジオジブリの映画
の中の風景にも取り入れられています。

I
木曽川にかかる歩道橋。御嶽山の入り口です。
行人橋歩道橋のたもとの木曽川親水公園内に
足湯もあります。

Q
地元の人にも観光客にも人
気の木曽路の老舗蕎麦店。
開店前に行列は必須です。

H
築150年以上の古い町屋を改
装した食事処。囲炉裏の近く
で食事ができ、懐石料理やラ
ンチの松花堂弁当はおススメ
です。

R
江戸と京都を結ぶ中山道の
中間地点。御嶽山の入り口と
して江戸時代から宿場町と
してにぎわっている。

E J M O
秋の「栗子餅」・・・お餅を栗餡でくるんだ和菓子
初夏限定の和菓子「朴葉巻き」・・・米粉を練って作った餅であ
んをくるみ、朴葉の葉で包み蒸しあげた和菓子

木曽福島の和菓子店「大村屋」「芳香堂」「田ぐち」「宝来屋」
「大橋菓子店」で購入できます。

S

N
1865年慶応元年創業。「木曽の
中善さん♪～」という木曽節のモ
デルになった「中乗さん」という
銘柄のお酒が有名。

L
長野県のソウルフードの一つ、牛
乳パン発祥のお店。創業は昭和
27年（1952年）昔ながらの佇まい
のパン屋さん。昔ながらのレトロ
な包装です。

P
木曽町本庁舎は、「木曽産材を使う」、「木曽
で製材する」、「木曽町の職人が建てる」、「木
曽の建築技術を使う」を主なコンセプトとし
て、建物だけでなく、椅子なども木曽ヒノキな
どを使われています。
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本部連絡先 080-5895-3974本部連絡先本部連絡先本部連絡先 080-5895-3974080-5895-3974080-5895-3974道に迷ったり、体調が悪くなった場合は、
本部またはお近くのスタッフへご連絡ください。
道に迷ったり、体調が悪くなった場合は、
本部またはお近くのスタッフへご連絡ください。
緊急の場合はためらわず、119番へ連絡 （16:00まで有効）（16:00まで有効）

令和５年度長野県地域発元気づくり支援金事業令和５年度長野県地域発元気づくり支援金事業 主催：特定非営利活動法人 のぞみの里　　後援：木曽町・木曽町教育委員会主催：特定非営利活動法人 のぞみの里　　後援：木曽町・木曽町教育委員会

●マスク着用時は運動強度を落としましょう。
●マスクを外すときは人との距離をとりましょう。
●こまめに手洗い、アルコール等による
　手指消毒をしましょう。

令和５年度令和５年度 ５km
コース

●こまめに水分補給をしましょう。
●歩行喫煙やゴミのポイ捨てはやめましょう。
●ながらスマホはやめましょう。


